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Ｊ． Ｄ． サリンジャーの 『ナイン ・ ストーリーズ』
 ― 「バナナフィッシュに最良の日」 と漁夫王伝説―
J. D. Salinger’s Nine Stories:
 “A Perfect Day for Bananafi sh” & the Fisher King Legend 
幡山　秀明
HATAYAMA Hideaki
　1939 年ナチス・ドイツのポーランド侵攻を発端に第二次世界大戦が勃発し、41 年には日本軍の真
珠湾攻撃により太平洋戦争へと戦火が拡大し、アメリカ参戦に至る。1942 年 J. D. Salinger (1919- ) は
アメリカ合衆国陸軍に徴兵され、通信隊員学校で訓練を受けて翌年にはスタッフ・サージェントと
してナッシュヴィルに駐留する。その後諜報部隊に配置転換され、44 年にはイギリスでの訓練を経
て第四歩兵師団に配属され、ノルマンディ上陸部隊に加わり、同年 6 月 6 日にユタ海岸に上陸する。
そして、第十二歩兵連隊の特別隊員としてフランス人捕虜やドイツ人捕虜の中からゲシュタポの摘
発に当たるなど、その後も約 1 年間ヨーロッパを転戦し、ヒュルトゲンの森の戦いなどの過酷な戦
闘にもかかわったとされる。後に娘に、“You never really get the smell of burning fl esh out of your nose 
entirely, no matter how long you live”? 1 と語り、想像を絶する戦争中の過酷な体験に絶えず付きまとわ
れていたことがわかる。また、彼はユダヤ人強制収容所に入った兵士たちの一人でもあった。母方
がユダヤ系であることを思い出せば、このときの彼の衝撃はいかほどであっただろうか。
ノルマンディからドイツへ進攻する間には、戦争通信員としてパリにいた Hemingway に会って作
品を読んでもらい、“Jesus, he has a helluva talent”? 2 と言われたというエピソードも知られている。そ
の後も手紙を出して、戦争の思い出を話したり、“Holden Caulfi eld” の劇を考えたりしていると述べ
ている。戦地においても常にタイプライターを携帯して常に短編を書き続け、毎年のように “Soft-
Boiled Sergeant”、“Last Day for Last Furlough”、 “A Boy in France”、“I’m Crazy” などの短編作品を『サ
タディ・イヴニング・ポスト』誌、『コリアーズ』誌、『ストーリー』誌に発表している。さらに、
戦後 45 年にはフランス人女医 Sylvia と結婚し、ニュ―ヨークに戻るとわずか 8 ヶ月の短期間で別
れてしまうが（Hemingway の戦地での恋愛も有名）、彼はグレニッチ・ヴィレッジに通ったり、また
禅仏教に興味を持ったりする。こうした修行時代を経て 48 年『ニューヨーカー』誌に “A Perfect Day 
for Bananafi sh”、50 年には同誌に “For Esmé―with Love and Squalor” を発表し、51 年の The Catcher in 
the Rye 出版による急激な人気上昇と続き、53 年にはそれまで雑誌に発表されていた短編から 9 作品
を精選して Nine Stories?3 を上梓するに至る。 
　この頃までの彼の人生と創作活動が Hemingway のそれらとかなり類似していることに気づくだろ
う。当時すでに華々しい名声を確立していた Hemingway の人生と創作活動をまるで模倣するかの
ように Salinger は、大学に興味を持たず、世界大戦に参加し、戦争体験に基づく小作品を書き出し、
戦争を挟んだそれまでの成長と創作活動をまとめる短編精選集 Nine Stories を出版する。Hemingway
の 場合、第一作 In Our Time (1925) はそれまでの習作期を集大成するとともに本格的長編作家を目
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指す転換点でもあり、The Sun Also Rises (1926) や A Farewell to Arms (1929) と続いていく。当時の
Hemingway の作家としての華々しい成功と人気は、例えば Norman Mailer (1923-2007) にも大きな影
響を与え、Advertisements for Myself (1960) によると、Mailer は初期において Hemingway を意識的に
模倣したばかりでなく、偉大な戦争小説を書くべく、第二次大戦中にレイテ、ルソンへと従軍して
戦争での体験を重ねていく。そして生まれたのが The Naked & the Dead (1948) だった。Salinger にし
ても事情はさほど違いはなかったのではないかと推察される。ただ結果として Mailer は大作を書き
あげるが、Salinger は自らの直接的な戦争体験を描くことなく、Nine Stories 後は Glass 家の物語構築
に向かっていくことは承知のとおりである。
では、何故彼は自らの直接的な戦争体験を描かなかったのだろうか。その問題を説明する鍵は
Nine Stories にあるように思われる。また、9 作品のみが精選されたこの短編集は作家にとってどの
ような位置を占め、どのような役割を果たしているのか、特に In Our Time との関連から考察してみ
る必要がある。
??
Hemingway の In Our Time に関しては、個々の短編の作品分析の他に中間章のソース、原稿段階で
の変更等、テクスト生成過程についても詳細な研究がなされてきている。特に、作者本人の言及した “a 
pretty good unity” を巡ってテクスト全体の構造やパターンが考察され、短編連作集としての各中間章
や各短編の有機的関連性が指摘されていることが興味深い。
例 え ば、Michael S. Reynolds 編、Critical Essays on Ernest Hemingway’s In Our Time (1983) に 収
録された Robert M. Slabey, “The Structure of In Our Time” では、中間章について “The basic thematic 
movement of the chapters of In Our Time, therefore, is two folded: the loss of value (I-VIII) and the search for 
a cord (IX-XIV), concluded with an ironic postscript-picture of decadence and impotence.”(S.,78-79) と分類
され、物語については “In broad outline, with occasional counterpoint, the fi fteen stories trace chronological 
events in the life of one man, Nick Adams. The list below indicates a four-part pattern: A. Nick Adams: The 
Young Man; B. The Effects of War; C. The Failure of Marriage; Sports: The search for a Code” というよう
に 4 つにパターン化されている。また、Clinton S. Burhans の “The Complex Unity of In Our Time” は
“vignettes”=6+5+6 とする。そして、物語についても内容から分類して、“From youth to maturity, from 
innocence to experience, from peace to war to peace again, and from America to Europe and back to America, 
he exposes a central consciousness, whatever names he gives it in the different stories, to the basic realities of 
the world and the human condition.”(B., 91) と考える。他にも、Jackson L. Benson, “Patterns of Connection 
and Their Development in Hemingway’s In Our Time” は、Burhans の考察の補足としながらも、見る行
為が “the central unifying force”(B., 106) であるとし、それを “(1)act of seeing as overview, and (2)the act 
of seeing as person”(B., 106) と二分する。さらに、中間章と物語との相互関連について言及しなが
ら、“The women screaming in childbirth” や “unsatisfactory marriage relationships,” そして “the death-in-
birth” などに分類している。David J. Leigh, S. J. も “In Our Time: The Interchapters as Structural Guides to 
a Psychological Pattern” でその相互関連性を 3 つのパーツに分けてさらに検討している。
これらの考察の他に、Keith Carabine の学位論文、“‘A Pretty Good Unity’: A Study Of Sherwood 
Anderson’s Winesburg, Ohio and Ernest Hemingway’s In Our Time ” (Ph.D.diss., Yale Univ. 1978) でも統一
性について内容から物語を 4 つに、vignettes は 5 つに分け、その並置による効果を考察している。
こうした従来の研究を踏襲しながらも、W. E. Tetlow のように Hemingway’s In Our Time (1992) の中で、
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Nick の負傷を示す 6 章を転換点としてテクストをその前後の 2 つに分けて考える者もいる。
In Our Time は、「序文」に当たると思われる 1930 年の後付けの “On the Quai at Smyrna” と「後
書」の “L’Envoi” を別とし、また、“Big Two-Hearted River” の 1 部と 2 部を合わせて 1 つとすると、
14 の物語と 15 の中間章から構成される。中間章が 15 になるのは “Big Two-Hearted River” が 2 分割
されているためであるが、ここで重要なのは、“Big Two-Hearted River” が量的に長いからという物
理的理由は別にして、なぜ 14 ＋ 1 としたのかという点である。さらに、Men Without Women（1927）
と Winner Take Nothing(1933) 収録の短編数は各 14 であり、The Fifth Column and the First Forty-nine 
Stories(1938) では、タイトルに明示されるように 49 ＋ 1 となっている。この短編集はスペイン内戦
を舞台とする戯曲であり、作者の新たな戦争舞台での新たな試みであると言うことができる。
こうした数字は偶然であるかもしれないが、数字 7 とその倍数に対する作者の何らかの拘りがあ
ると考えられないだろうか。In Our Time の構成を考える上で、「14 ＋ 1」の意味を考えていく必要が
あると思われる。
旧約聖書を連想する要素として、“garden” や “apple” などについての指摘は既になされてきている。
だが、それだけには止まらず「創世記」が構造的かつ内容的にも In Our Time という虚構世界の統一
原理になっているのではないかと考えられる。神が最初に天地を創造し、その “formless” で “empty”
な “the wasteland” の “darkness” に 1 日目に “light” を、2 日目に “waters” を分ける “sky” を、3 日目に
は 地と海を、4 日目は “seasons” と “days and years” を、5 日目と 6 日目には水や空、そして地の生き
物を創り、7 日目に安息する。エデンの園に Adam を住まわせ、彼から Eve を創るが、二人は禁断の
果実を食べてしまい、楽園から追放される。そのときに神からそれぞれに試練が課される。追放後
二人は Cain と Abel を産み育て、という具合に話は続く。男女間の「反目」、女には「産みの苦しみ」、
男には呪われた地での苦難が宿命づけられるが、それが In Our Time の物語内容の根幹となっている
ことを強調しなければならない。この根本の指摘は見当たらないが、各中間章と物語に関する従来
の研究でも「生と死」や「出産」などの重要性が指摘されてきている。
??
In Our Time の構成についての説明が長くなってしまったが、これは Nine Stories のそれに関しても
やはり意図的であることを示し、特に「9」という数字の必然性を見出したいためである。まず、“Nine 
Stories”というタイトルが一見して余りにも即物的で単純である。9作品であり、“Seven Stories”や “Ten 
Stories” でないのには理由があるのだろうか。｢9｣ に対する確かな拘りがあるのではないだろうか。
それでは個々の 9 短編はどのように有機的に関連し合っているのだろうか。それらのタイトルを
配列順に書き出し、便宜上番号をふっておく。まず『ニューヨ―カー』等の雑誌に発表された順番
通り (1948 年から 53 年 1 月。Nine Stories の出版は 1953 年 4 月 ) であることが確認できるが、この
間に書かれた短編作品の中には “Blue Melody” のように選から漏れたものもあり、最初から構想があ
って書き続けられていたわけではなかったかも知れない。
1?  “A Perfect Day for Bananafi sh”: Glass 家長男 Seymour (1917-48) 自殺
2?  “Uncle Wiggily in Connecticut”: Seymour 弟 Walt(45 年不慮の死 ) の元恋人のその後　戦争
3 “Just Before the War with the Eskimos”: 権力者への皮肉　戦時中の勤労　美女と素朴な男
4 “The Laughing Man”: 9 歳時 20 年前 (1928 年 ) の “I” の回想　恋に破れた不器用な青年と美女
5?  “Down at the Dinghy”: Seymour 姉 Boo Boo と息子　ユダヤ差別　Seymour のゴーグル
60
6 “For Esmé—with Love and Squalor”: 44 年から戦後　兵士 “I” の苦悩と救い
7 “Pretty Mouth and Green My Eyes”: 戦後　3 角関係　妻を寝とられた男
8 “De Daumier-Smith’s Blue Period”:1940 年前後　Sister Irma への慕情と画家の悟り
9 “Teddy”: 朝鮮戦争時　客船の中　前世はインド人という 10 歳の少年　死の受容と再生へ
番号を四角で囲った 3 篇は Glass 家の人物と関わる話である。In Our Time でも Nick の他に
Hemingway の別の分身と思われる語り手や Krebs などの人物が登場し、当然のことながら作者を核
にして各人物たちは繋がっている。特に戦争時代の話と ( 不器用な男の関わる ) 三角関係の話が目立
つが、全体に関わる個々の作品同士の強い結びつきは見受けられない。ただ、物語全体としては戦
中から戦後にかけて (44 － 52) の 9 年間を中心に大不況前や第二次大戦勃発時も視野に入れて、この
選集は Salinger にとって彼の育った時代背景や創作家としての “Blue Period” を総括する意味合いを
持っていたのではないだろうか。
ところで、田中啓史著『ミステリアス・サリンジャー―隠されたものがたり』でも、従来から問
題となっている “A Perfect Day for Bananafi sh” の「6」についての考察にとどまらず、数字の「9」に
着目して次のように述べている。
「九」という数字が一桁の数の最高であることから、「完成、完璧」をあらわすことは比
較的知られているが、この数字にはもうひとつ「自己再生」という意味が隠れている。これは、
9×2 ＝ 18　1 ＋ 8 ＝ 9、9×3 ＝ 27　2 ＋ 7 ＝ 9、…9×9 ＝ 81　8 ＋ 1 ＝ 9 のように、九にど
んな一桁の数を乗じても、その答えの数字から九がよみがえるところからきている。つま
り『ナイン・ストーリーズ』には「完成した再生の物語」という寓意がこめられているの
ではないかと思われるのだ。4
　また、その8年前に出版されたWarren French のJ. D. Salinger, Revised、第4章 “A Nine-Story Cycle”は、
Forrest Ingram の “a short-story cycle” の発想を受け継ぎ、9 短編の関連性に関して次のように指摘して
いる。
???Salinger's collection dramatizes a progressive series of alternatives to the problem of remaining 
spiritually nice in a phony world (Salinger’s emphasis on “phoniness” probably develops in part 
from the Brahman concept of maya, which perceives the phenomenal world as illusory). From the 
Brahman viewpoint, the stories may be seen as a succession of vignettes of incarnations of the soul 
on its path from destructive self-indulgence to readiness for the long-desired union with the infi nite.5
両研究者の説明を重ねると、Seymour Grass の自殺で始まり Teddy の死の予告で終わるこの作品は死
と生の再生の循環、つまり魂の「輪廻転生」を指向しているとされる。しかし、先に述べたように
出版年代順の配列はややルースであり、最後の “Teddy” で辻褄合わせをしているような観を否めない。
ここで、「ブラフマンの観点からすると、それらのストーリーは破壊的自己放縦から無限との統
合への道程にある魂の輪廻転生についての短編連作としてみられるかもしれない」という Warren 
French の考えを敷衍してみる必要がある。まず、“Teddy” の中から Nicolson と Teddy の次の会話を引
用すると、
“[Y]ou hold pretty fi rmly to the Vedantic theory of reincarnation”
“It isn’t a theory, it’s as much a part—”
“All right,” Nicolson said quietly. … “From what I gather, you’ve acquired certain information, 
through meditation, that’s given you some conviction that  in your last carnation you were a holy man 
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in India, but more or less fell from Grace—”
“I wasn’t a holy man,” Teddy said. “I was just a person making very nice spiritual advancement.” 
(188)
ニコルソンの言及する「ベーダーンタ哲学の輪廻転生理論」について補足すると、ベーダーンタ学
派とは、ブラフマースートラ（ブラフマーとはヒンズー教 3 神のひとつで宇宙の創造者、スートラ
はベーダ文学の経典のこと）を根本聖典とし、8 世紀にシャンカラが出て飛躍的に発展し、中世以降
のインド思想界の主流となった、バラモン系統の一学派。Veda とは知識の意味で、古代インドバラ
モン教根本原理でインド最古の文献。そのうちのウパニシャッドは神秘思想や哲学的考察からなる。
Vedanta とはそのベーダの終わり部分を形成し、ベーダーンタ哲学の元になったウパニシャッドの別
名、所謂「奥儀書」。古代インドの一群の哲学書としてアートマン ( 自己 ) とブラフマン ( 宇宙の絶
対者 ) とは究極的に一体であることを説く。大半は仏教興起以前に作られ、その後のインド哲学宗
教思想の根幹となる。
アートマンとブラフマンの一元論に関しては、Nine Stories 冒頭に提示されている次の禅問答に連
関してくる。
We know the sound of two hands clapping.
But what is the sound of one hand clapping?
　　　　　　　　　　　　　　　　―A ZEN KOAN
この禅問答は、江戸時代中期の臨済宗中興の祖と仰がれる白隠慧鶴禅師 (1686 － 1769) が修行者を前
にした「隻手音声」の問いに由来するそうだ。「隻手音声」の境地とは、己事究明によって自分とは
何かという悟りであり、この声を少しでも聞くことができれば、心に一点の曇りも迷いもない本来
の自己に帰するとされる。アートマン ( 自己 ) とブラフマン ( 宇宙の絶対者 ) とが一体化した究極的
境地を示すと思われる。
　Nine Stories が 9 つの物語の循環によって「自己再生」を繰り返しながら「隻手音声」の境地
を求めて「霊的前進」を指向する物語であるとすれば、それはまたユダヤ神秘学にも関わってく
る。カバラは悟りへと至る道筋であり、その数秘術 (numerology) に拠れば、万物の根源は数であ
り、数字で秩序が生まれるとされる。そして、1 から 9 までの一桁の数はこの世の森羅万象を表す。
Hemingway と同様に Salinger もまた、戦争体験による死や絶望、混沌・混乱・混迷・錯乱の中にあって、
インドにおける「零」の発見を思い出せば、「0」という虚無から数字で何らかの秩序を創ろうとし
ているのではないだろうか。
??
Salinger や彼の作品についての研究はこれまで数多くの成果を残してきている。特に、前述の『ミ
ステリアス・サリンジャー―隠されたものがたり』や野間正二著『戦争 PTSD とサリンジャー』と
いった日本人研究者の考察は特記すべきものであり、多くの示唆に富んでいる。今後はできるだけ
それらとの重複を避け、補足的であれ、先行研究に多少とも新しい考察を加えていかなければなら
ない。
最初に位置する短編 “A Perfect Day for Bananafi sh” と T. S. Eliot の The Waste Land (1922) との関連に
ついてはこれまで幾つかの指摘がなされている。特に、5 歳前後の少女 Sybil と The Waste Land 冒頭
の Sibyllam との関係、また、その Sybil との会話の中で言及される “Mixing memory and desire”(13) と
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いう The Waste Land 2 － 3 行目からの引用部分についての指摘が知られている。それらに関する考察
の前に、今はここで再び In Our Time に戻ってみる。
The Waste Land の In Our Time への影響については漠然とした指摘があるにはあるが、具体的な関
連性の説明は未だ読んだことがない。そこで、まず The Waste Land 最後の一説を引用してみる。
I sat upon the shore
Fishing, with the arid plain behind me
Shall I at least set my lands in order?
　　　　　　. . .
These fragments I have shored against my ruins  (430)
Why then Ile fi t you.  Hieronymo’s mad againe.
Datta.  Dayadhvam.  Damyata.
　　　　　　Shantih shantih shantih6　　　　  (423-33)
この場面を “Big Two-Hearted River” に重ねて “I” を Nick Adams に代えてみると興味深い。“these 
fragments” は原文では救いや活力を求める内容の三つの引用句を指すが、Hemingway にとっては断
片的な作品 In Our Time 自体であるのかも知れない。つまり、｢ こうした断片 ｣ からなる作品を ｢ 自
分の破滅に対して支えてきた ｣ し、また、混乱や狂気から救う秩序立ての方法として ｢ 創世記 ｣ の
パターンを活用したのかも知れない。何よりも重要な点は、不毛な荒地を背景に背を向けて釣りを
する共通した姿にある。
最後の 2 行は、雷の音に託してウパニシャッドの「施せ ｣、「憐れめ」、｢ 制御せよ ｣、｢ 心の平安
｣ の意味を織り込んでいるとの解釈があり、これもまた Nick の物語に無縁ではない。In Our Time と
いうタイトルがイギリス国教会祈祷書の “give us peace in our time, O Lord” に由来することはよく知
られており、その “give us peace” はまさしく “Shantih” の意味に通じる。また、“The Doctor and the 
Doctor’s Wife” で妻が夫に言う “Remember, that he ruleth his spirit is greater than he that taketh a city”7 と
いう聖書からの引用も思い出される。ウパニシャッドの「制御せよ」という教えが、宗教の枠を超
えて戦後の荒廃し混沌とした時代を生きる、試練の渦中にある男たちにとって天啓となる。なお、
19 世紀末から 20 世紀の初頭にかけてアメリカのインテリの間では、ピューリタニズムへの反動とし
て古代インド思想などの東洋研究熱が広まり、T. S. Eliot もまたサンスクリットを学び、インド哲学
の本を読んでいるそうだ。そして、第二次世界大戦後のその再流行時に Salinger の登場ということ
になる。
　The Waste Land という表題は、中世の漁夫王 (the Fisher King) 伝説、または聖杯伝説に由来するそ
うで、漁夫王は邪悪な欲望のために自らが不具 ( 一説には足萎え ) と不能に陥り、国土もまた不毛の
地と化す。詩中の釣り人自身がその漁夫王であり、彼は生命の象徴である魚を得ようとしていると
いう解釈がある。ただ、Hemingway が The Waste Land をどのように、どの程度理解していたのかは
不明であるし、In Our Time 中の “Mr. and Mrs. Elliot” のような現実の Eliot 夫妻に対するパロディクな
取り扱いや、また、豊穣をもたらすはずの荒れ地の雨の逆説的な使い方を考えてみても、単純に比
較はできないが、荒廃した時代と崩壊しそうな不安を抱えた人間とその自己再生という点では共通
するであろう。ともあれ、“Big Two-Hearted River” で述べられているように ｢考えること、書くこと、
他の必要なこと ｣ を一時停止にして、Nick は鱒釣りに専念する。これまでの自分の軌跡を振り返る
と共に、自己回復と新たな目標のために、祈りではないにせよ、祈りの儀式にも似た決意を淡々と
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示す。
　The Waste Land の巻頭を飾るのが、ローマ時代の Petronius(?-65) の作品 Satyricon からの引用部分
である。ギリシャ神話の巫女 Sibyllam は長寿を与えられるが、老いて枯れ萎み、「死にたい」と常
に答えていたというものであり、この名にちなんだ少女 Sybil の登場が、Seymour の自殺と関係す
るという指摘がある。また、会話の中で突然に言及される “Mixing memory and desire” という一節は
The Waste Land 冒頭からの抜粋であり、それは Sybil と Seymour との次のような会話の中にあって
“bananafi sh” のエピソードへと続いていく。
??“Oh, Sharon Lipschutz,” said the young man. “How that name comes up. Mixing memory and 
desire.” He suddenly got to his feet. He looked at the ocean. “Sybil,” he said, “I’ll tell you what we’ll 
do. We’ll see if we can catch a bananafi sh.” (13) 
この部分は、Seymour が Sharon という 3 歳半の女の子と一緒にいたことに嫉妬した Sybil がこれか
らは Sharon を押しのけるようにと言った後の Seymour の言葉である。旧約聖書の「シャロンのバ
ラ」のイメージから二人の少女を対比する研究者もいるが、ここで重要なのは The Waste Land を基
盤に “Sibyllam” から “Mixing memory and desire” と続き、“bananafi sh” とくれば当然ながら漁夫王伝
説が連想されるだろうということである。つまり、“bananafi sh” の発想も The Waste Land の漁夫王の
延長上にあると考えられる。ただ、第二次大戦後のこの漁夫王は、生命の象徴たる魚釣りや円卓騎
士の聖杯による自己回復を求めていない。「死にたい」と思うのは神話のシビュラだけではなく、帰
還兵の Seymour こそがそうであり、最初から彼はその思いに取り付かれている。そして、The Waste 
Land 第四章にあるように救いの前に肉は一度死ななければならないとすれば、これまで研究者があ
れこれ解説するような彼の自殺の理由が神経衰弱によるものであれ、PTSD であれ、性的不能であ
れ、Seymour の自殺の文学的意味合いは自ずと明らかになろう。ただ、このように Seymour には不
毛な荒地で救いの騎士を待つ足萎えの ( 幾つかの異説もあるが、こうするとエレベータでの足をめ
ぐる出来事の説明になろう ) 漁夫王を擬した側面があるとしても、しかし、精神的荒廃や不毛や苦脳、
絶望からの脱却は高潔勇敢なる騎士による聖杯探求による他力本願ではなく、再生のための自らの
死によってもたらされると Salinger は考えているようだ。そしてそれは Teddy の輪廻転生観へと展
開する。
“We’ll see if we can catch a bananafi sh” と Seymour は言う。その “a bananafi sh”( 作中代名詞 “he” が
使われている ) については数限りない解釈がなされてきている。その理由は、作者の想像力の中で
魚釣りをする漁夫王伝説からの逸脱や横滑りが起きて新たな寓話が派生したからであろう。特に
“banana” と “fi sh” とのユニークな結合が性的アリュージョンを増殖させる。例えば、初期キリスト
教会では魚はキリストの象徴であるとか、“sex” はラテン語で “six” であり、数字の ｢6｣ へ拘りは D‐
Day 作戦の決行日 6 月 6 日 6：30 や悪魔の数字 666 に関連するとか、妻 Muriel の不倫と Seymour の
性的不能説等、多くの研究者がそれを様々に解釈している。しかし、やはり “fi sh” は、インド、中国、
ユダヤなど各地にその信仰の痕跡が残っているといわれるように生命の象徴であると考えるべきで、
“banana” は俗に男性性を連想させるが、これこそまさに生命の源に関連する。ただし、そのような
伝説や The Waste Land の世界は Salinger にとってある種滑稽なお伽噺に過ぎないものになっている。
だから、胡散臭い “bananafi sh” となっているのだろう。
また、“banana” のある穴の中で豚のように貪るその様子を戦争中互いの殺戮に関わった兵士た
ちの姿と重ねてみれば、とりわけ 78 本もの “banana” を食べ過ぎて穴から出られなくなったという
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“bananafi sh” は Seymour 自身の戯画像を示すと考えられないだろうか。他方、Sibyllam は干からび小
さく縮んだままで死ぬことすらできない。“See more Glass” と繰り返す Sybil の駄洒落には、こうし
た Seymour に対する Sibyllam の皮肉な響きがあるかも知れない。
NineStories に関係すると思われる漁夫王伝説については他にも、例えば、漁夫王を救おうとする
円卓騎士の一人 Gawain は漁夫王の城に行き聖杯を見るが疲労のために眠りに陥り、翌日眼を覚ます
と海辺に寝ていたという話がある。これは X 軍曹の眠りと Seymour の海辺での登場に関連するだろ
うか。そうであるなら、作家の想像力の中で漁夫王と Gawain が交錯したということになる。Gawain
については 1390 年頃に書かれたという Sir Gawain and the Green Knight という物語詩が有名であり、
“green” 故にか、Salinger に何らかの印象を与えていたかも知れない。また、漁夫王を救うのは、異
説によると汚れなき乙女や少年合唱隊であったり、無垢の少年であったりする。これは Phoebe、
Esmé、Charles 等の人物に繋がる。では、絶対的な癒しの力を持つ聖杯とは何であるのだろうか。当
時の Salinger においてそれは Teddy の語る東洋神秘学であったのかもしれない。そこに、戦争体験
を含むそれまでの人生の超克と再生への期待があったと考えるべきだろう。
??
T. S. Eliot や Hemingway からだけではなく、Salinger は F. Scott Fitzgerald (1896-1940) からの影響も
受けている。Hemingway も Fitzgerald も短編の名手として名高く、それは当然のことであるが、後者
の “the green light” と Salinger の瞳の緑へのこだわりや三角関係の話等を考えると先輩作家の作品を
かなり意図的に用いていたと思われる。例えば、Fitzgerald の “May Day” は第一次世界大戦後間もな
いニューヨークを舞台にした話で、恋と創作の挫折や結婚の失敗から帰還兵の画家が落ちぶれ果て
て銃で自殺してしまう作品である。芸術家の精神が、不毛と絶望、挫折と苦悩、神経衰弱によって
俗世間の中で行き場を失い、自殺に至る姿が多少とも Nine Stories の世界、特に Seymour を思わせる。
Seymour の自殺で戦場での戦闘等の体験やその苦悩を封印するかのように、Salinger はその後虚構
の上でそれらに対峙することはない。何故直接的な戦争作品を書かないのであろうか。書けないのか、
書きたくないのか。Hemingway も Tim O’Brien も書いている。Seymour という登場人物を最初に自殺
させてしまうのはその方便なのか。また、悟りの究極的境地を示す「隻手音声」の禅問答によって、
Salinger が戦場での体験やその苦悩を敢えて ｢0｣ という沈黙に向かわせようとしているのだろうか。
　Salinger と同じく第二次世界大戦に参加した Kurt Vonnegut は、戦後 20 年以上を経て 1969 年に
Slaughterhouse-Five を発表し、捕虜として九死に一生を得たドイツのドレスデンでの無差別爆撃を
彼流に書き留める。その約 20 頁にわたる第 1 章は主人公についての話ではなく、作品についての自
己言及的な前置きであり、23 年間未完なままでいた作品に関する経過報告がなされている。ドレス
デンの空爆を生きながらえた後、試行錯誤と誤謬を繰り返しながら、結果的にいかにしてその当の
作品を書くに至ったのかについて様々なエピソードが披露される。そして、極限状況下に置かれた
戦闘体験者が容易にそれを書けないという苦悩と、作家として創作に悪戦苦闘する滑稽な様子を伝
えている。それは Hemingway も同様であり、戦争未体験派の Stephen Crane や Thomas Pynchon など
と比べると、戦争体験作家の方が逆にそれ故に文字で表現することの困難に直面してしまうようだ。
だが、そうした困難な状況にあっても、ヴェトナム戦争体験作家 O’Brien は If I Die in a Combat Zone 
(1973) から Going After Cacciato (1978) を経て The Things They Carried (1990) と自らの体験を回想しつ
つ、時にはドキュメンタリー的に、時には自伝的に、また虚構として戦争作品を出版してきている。
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20 世紀アメリカ戦争小説史の基盤ともいうべき Crane の The Red Badge of Courage (1895) から 21
世紀の今日の戦争作品まで、新作は先行作品の様々な要素を無意識に、または意図的に模倣し、継
承してきている。ここで再び The Red Badge of Courage についての拙稿で列挙した次の要素を再確認
しておくと、(1) 青少年兵士　(2) 従軍牧師と宗教観　(3) 勇気と臆病心の対立　(4) 死の尊厳 (5) 戦友
と友情　(6) 組織としての軍隊　(7) 戦線離脱　(8) 徒労感　(9) 替え唄・戯れ唄　(10) 悠久の自然、以
上 10 項目である。ここでさらに、Salinger の作品から (11)The Waste Land の影響 [ 古今東西の哲学・
宗教・文学・伝説・神話との連結 ]　(12) 絶望からの救済 [ 魂の癒し・疲弊と不毛からの回復 ]　(13)
無力で無垢な犠牲者の 3 項目を加えておく。付け加えたこれらの要素は Joseph Heller の Catch-22 
(1961) や Thomas Pynchon の Gravity’s Rainbow(1973) に受け継がれて、第 2 次世界大戦を舞台にした
新たな物語が構築されていく。
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